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カズノコに係わる亜塩素酸ナトリウムの使用認可申請に関する資料
（追補版）の概要

１ 亜塩素酸ナトリウムとその類似化合物との関係

亜塩素酸ナトリウム（ ）は酸性条件で二酸化塩素（ ）を生成する。このNaClO ClO2 2

二酸化塩素は水溶液中（特にアルカリ条件）では急速に加水分解され、亜塩素酸イオ

ン（ 、塩素酸イオン（ ）および塩化物イオン（ ）になるが、主となるClO ClO Cl2 3
－ － －）

分解産物は亜塩素酸イオンであるとされている。

WHOこのように二酸化塩素は水溶液中で容易に亜塩素酸イオンになる性質から、

NOAELは両化合物の体内毒性は亜塩素酸として発現すると考え、亜塩素酸イオンの

を設定し、二酸化塩素においては を設定せず、亜塩素酸イオンの をNOAEL NOAEL
参照することで十分に安全を確保できるとしている。

２ 米国 における亜塩素酸ナトリウムの認可状況及び毒性評価FDA

（１）認可状況

年 加工食用澱粉への亜塩素酸ナトリウムの使用を認可（漂白用途）1977
年 酸性化亜塩素酸ナトリウム溶液を認可（殺菌用途）1996

※ 亜塩素酸ナトリウムは殺菌用途の場合、酸性条件での使用に制限されている。これは

FDA Alcide pH 2.5 3.0に殺菌料として認可申請を行った米国 社が提案した条件であり ～、

の範囲で使用される。亜塩素酸の （酸解離定数）は約 であり、本酸性条件では理pKa 1.9

論上、 ～ ％の割合で非解離の亜塩素酸（ ）が生成することになる。この5 20 chlorous acid

（ ） （ ） 、非解離の亜塩素酸 は解離の亜塩素酸イオン より酸化力が高くchlorousacid chlorite

殺菌力が強くなるため、より有効な殺菌効果が得られると提案されている。

※ 今回申請されているカズノコの殺菌処理時の亜塩素酸ナトリウムの浸漬液は 前後pH6

である （カズノコは酸性条件（ 以下）では蛋白変性が起こり、卵質の形態維持が困。 pH5

難となり商品価値が著しく損なわれる ）。

本条件下では、酸性条件で生成する非解離の亜塩素酸による効果を期待することはでき

ないが、次亜塩素酸ナトリウムに比べ効果が高いことを確認しているとされている。

（２）毒性評価

Environmental酸性化亜塩素酸ナトリウム溶液について、その申請者が提出した

には非解離の亜塩素酸（ ）の毒性評価はなく、酸性溶液にAssessment chlorous acid
おいて解離状態で共存する亜塩素酸イオン（ ）及び非解離の亜塩素酸chlorite
（ ）の分解産物と考えられる二酸化塩素（ 、塩素酸イchlorous acid chlorine dioxide）
オン（ ）の 種類の毒性評価が行われている。亜塩素酸イオン、二酸化塩chlorate 3
素の は米国 の評価を引用し、 とされ 、塩素酸イオンのNOAEL EPA 3 mg/kg/day ※
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NOEL American Waters Works Association AWWA 78 mg/kg/dayは の評価を引用し（ ） 、

とされている。

※ 米国 では、 を根拠に参照用量（ ）を亜塩素酸イオンとしEPA NOAEL= 3 mg/kg/day RfD

て 体重日と評価している（ ４ 米国 における毒性評価」参照 。0.03 mg/kg / EPA「 ）

３ 水質基準ガイドラインにおける毒性評価WHO

二酸化塩素は迅速に亜塩素酸イオンに加水分解されること、また、亜塩素酸イオ

ンの暫定ガイドライン値が二酸化塩素に対して十分な保護を与えるため、二酸化塩

素のガイドライン値は設定されていない。

TDI 30 g/kg耐容一日摂取量（ ：亜塩素酸イオンとして） µ
根拠試験：ラット 世代繁殖試験2
エンドポイント：驚愕反応の低下、 及び 世代における脳重量の減少及び肝F1 F2

重量の変化

無毒性量（ ： 体重日NOAEL 2.9 mg/kg /）

安全係数： （個体差及び種差に各 ）100 10

４ 米国 における毒性評価EPA

亜塩素酸イオン及び二酸化塩素について、二酸化塩素は亜塩素酸イオンとして毒性

を発現すると考え、両化合物の神経行動学的影響や発達毒性の知見から、二酸化塩素

について は設定せず、亜塩素酸イオンの を設定することで十分に安NOAEL NOAEL
全を確保できるとしている。

参照用量（ ：亜塩素酸イオンとして 体重 日RfD 0.03 mg/kg /）

根拠試験：ラット 世代繁殖試験2
： 体重 日NOAEL 3 mg/kg /

100不確実係数：

（参考）日本における水質基準

二酸化塩素は浄水処理に直接使用されることを考慮し、 に占める飲料水の寄与TDI
率を とし、体重 のヒトが 日 飲むと仮定して、評価値は、 と80% 50 kg 1 2 L 0.6 mg/L
算定されている。

TDI 29 g/kg/day：亜塩素酸イオンとして µ
： 体重 日NOAEL 2.9 mg/kg /

不確実係数： （個体差及び種差に各 ）100 10
、 。※この値は ヒトにおける によって支持されるとしているNOAEL 36 g/kg/dayµ














































